
下仁田ジオパーク再認定審査現地 視察報告 

 

日時：2017年11月14－15日 

場所：①下仁田町役場  ②荒船風穴ジオサイト  ③下仁田町歴史館  ④神津牧場（ジオサイト）   

⑤青岩公園、下仁田層各ジオサイト ⑥下仁田町自然史博物館 ⑦跡倉クリッペジオサイト 

審査委員 尾池和夫（京都造形芸術大学学長：JGC委員長） 

渡辺真人（産業総合技術研究所地質調査総合センター地質情報研究部門グループ長: 

アジア太平洋ジオパークネットワーク委員（APGC）） 

野辺一寛（隠岐ユネスコ世界ジオパーク事務局長兼JGN事務局次長） 

視察ジオパーク 筑波山地域ジオパーク、立山黒部ジオパーク、浅間山北麓ジオパーク、 

苗場山麓ジオパーク、茨城県北ジオパーク 

    

❑11月14日 1日目 

 

①事務局ヒアリング…パワーポイント（別紙参照）で現況報

告→自己紹介、質疑応答 

・ジオパークの特色…日本数か所にあるクリッペ（断層によ

って移動してきた岩体）に触れられるのはここのみ 

・ジオストーリー…「多様な大地から古代人の足音まで」 

・組織体制の見直しとして、推進運営委員会を設立した 

・運営委員対象のジオツアーを実施し、改善点を見直し 

・毎月 20日を“ジオの日”としてジオサイトなどの清掃活動

を実施 

・ジオブランドの実施…ふるさと納税にも活用 

・住民の総ジオガイドを目指す（これであなたも観光ガイド まる分かり下仁田ガイドブックを作成・全

戸配布） 

 

 主な質問 （質問者 O…尾池委員長、W…渡辺委員、N…野辺JGN事務局次長（隠岐GP事務局長） 

 

O ジオストーリーについて、「多様な大地、古代人」が何を指すのかがよくわからない。 

→ クリッペなどによる岩石の移動など日本列島の誕生等が該当する、古代人は縄文人を指すがこれから

わかりやすいものを作っていきたい。 

 

N クリッペについて域外の人には？が浮かぶ（よくわからないのではないか） 



→ 下仁田では1970年から学校教育に取り入れられている。というのも1950年から東京大学を中心に

研究が進んでおり、地域にはほとんどの人に浸透している。 

W 関連して、わからない単語から入るのはジオパークとしていかがなものか 

→わかるように工夫していきたい。 

 

N 新組織体制の目標がなぜ「関東大会の開催」なのか 

→新しい体制がうまく機能するか確認するのに最も良い目標だった。 

 

N 事務局体制はどうなっているのか 

→ 自然史館館長は兼任、他4名専従（係長、係員、地域おこし協力隊、アルバイト各1名） 

 

N アクションプランに具体的な数値目標が欲しい。総合計画、利用計画の再整備が必要である。 

N ジオブランドについて、ロゴマークの入っていないものがある、入れると引き締まる 

→上記について、ご指導ありがとうございます。 

 

N プレゼンにJGNへの貢献が抜けているがどのようになっているか 

→抜けており、申し訳ない。他のGPからの依頼は受けている。同県の浅間山北麓ジオパーク協同でイベ

ントも行っている。地域おこし協力隊が教育W.G.に入っている。 

N ユネスコの他のプログラムリーダーを行うのはどうだろうか。 

 

N 荒船風穴との連携はどうなっているか 

→ 両方教育部局である。荒船風穴に行った人にはジオパークへの拠点への誘導も行っている。 

 

N ジオパークに何を期待して活動しているか 

→町が元気になること高速道路 PAで 10回/年イベント、道の駅下仁田での発信、町の職員もほとんど

が説明できる。ふるさと納税のパンフレットにもジオブランドが入っている。ラッピング電車の実施、電

車内には、ジオについての記述、通学する学生は必ず目に入る。 

 

N 下仁田応援団（ガイドやジオパーク活動の担い手）の背景はどのようなものか。 

→様々な講座を受けた人が他のジオパーク活動を知り活動を行っている。 

W 応援ではなく実際に活動しているので名前がもったいないのではないか。（審査中数回話題に） 

→総会等でこれから改めたい 

 

 



②首長ヒアリング ※非公開 

③青岩公園、下仁田層各ジオサイトジオツアー体験 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④下仁田町歴史館見学   

⑤荒船風穴ジオサイト見学          ⑥神津牧場見学 

 

 

⑦交流会 ※非公開 

 

  



❑11月15日 2日目 

 

①妙義山ジオサイト見学 中之獄神社駐車場より ※非公開 

②関係者ヒアリング 自己紹介、ジオパークに対する想い、要望→質疑応答 主な質問等 

 

・ジオパーク開始前後で小、中、高校生の考え方に違いはあったか 

→小中学校で下仁田学習の手引きの計画に則って指導している。（小 5の流れる水の働きでの活用など）

中学校では、隠れ名所マップを作製している。ジオパークは素材として素晴らしい。昨年、下仁田に将来

残りたい人のアンケートを取ったら中3で50人中1人だった。今年の中1に下仁田が好きな人でアン

ケートを取ったら 30人中 24人だった。質問が違うがこのようになった。下仁田高校の 85％は域外か

ら通っている。入学前はジオパークについて知らなかったが今では活動を通して、ほとんど知っている。 

小学生はジオ紙芝居を作成した。実施しているジオトレインは中学生が考案した。教員の新人研修とし

てジオパークを活用している。 

 

 観光面では、Webで観光客の都合に合わせたジオツアーを提案している。約80人/年が利用している。

上信電鉄は 1日に４～5往復ジオトレインを運行、中刷りもジオパークを取り扱っている。子どもを臨

時列車で100人乗せることもあった。高校生が通学で使用するので駅員にジオパークについて話せるよ

うにしている。現在、宿泊先の関係で宿泊型、着地型のツアーは実施していないが今後は検討してく。 

 

・ジオパークの日の制定の経緯について 

 下仁田応援団から提案があり、議会で条例として決定している。毎月20日、朝6：45から45分間ジ

オサイトの清掃を行い10分間のミニ講座を行っている。講師は、応援団が努めることが多い。役場の人

は役場前を清掃している。両方参加している人もいる。応援団には、役場の人、議員もいる。ジオツアー

の名称にウォーキングを入れると普段来ない人が来た。（茨城県北のIPから提案があった） 

 

・ガイド料金について 

→人数制、１人当たり大人500円、子ども300円。観光協会を通すと半分協会へ。教育ガイドは無料。

保険はボランティア保険に加入。収入は案内した人に入る。山岳救助については、最近はほとんどないが

1日救助する人１人当たり２万円、危険なところへは４万円になっている。 

N もっと料金をもらわないと後が続かない。隠岐は１日３万円もらいっている。高いと５万円。学校教

育は3000円。協議会がガイドに支払う。お金をもらうと質が上がる。 

W ツアーに関しては額面通りの客が来る。1万円のツアーだと 1万円の客が来る。こういう客は他に

もお金を使っていく。 

 



・県のジオパークへの考え方（観光振興課長、群馬県立自然博物館学芸員） 

 富岡地区の振興のために行っている。PRをして、まずは知ってもらうことが大事。下仁田と連携しな

がら行っている。イベントや看板の設置などで補助を行っている。人口減少に対しては首都圏より移住

ツアーを行っており11月26日に26名の参加がある。県にはジオパーク推進課はない。 

 県立博物館としてはポスター掲示、解説パネル、マップの配布を実施している。他にも普及活動でジオ

パークを積極的に活用している。企画展について、今後 5年は埋まっているのですぐに実施はできない

がミニ展示などで対応していきたい。 

③下仁田町自然史館見学              ④跡倉クリッペジオサイト見学 

  

 

 

⑤町内ジオブラント取り扱い店見学 ※非公開 

⑥審査員打ち合わせ ※非公開 

 

❑講評 

 

尾池委員長 

 初めてきたがいろいろ見せていただき、素晴らしいものがたくさんあった。ガイドさんやみなさんの

おかげである。審査の結果は言ってはいけないことになっている。顔を見ればわかるとも言ってはいけ

ないことになっている。（笑顔で） 

審査の中で他のジオパークを語るのが少ないと感じた。ぜひ外に行ってほしい。姉妹ジオパークを結ぶ

のが良い。下仁田は蚕、生糸を運ぶために鉄道が発展してきた。中国の万嶺林ジオパークは似たよう歴史

で岩塩を運ぶために発展して点で歴史が似ている。 

審査の中で動植物の話題が少ないと感じた。他にも国際学会で大きな発表があるのにタイトルの記述

がホームページやガイドブック等にない。あればそれだけで来る価値が生まれる。 

来た価値があった。本当に良かった。科学者としての喜びがあった。 



 

渡辺委員 

 来るのは久しぶりで 2回目だった。役目上厳しいことをたくさん言った。日本列島の成り立ちは近年

でも変わってきている。わかりやすく伝えるワーキンググループがあるのでぜひ参加してほしい。その

中でクリッペの立ち位置を関連付けて考えてほしい。教育についてよくやっているので他のジオパーク

と相談して教員、子どもの行き来があると良いのではないか。 

 

野辺JGN副事務局長 

 たくさんの地域資源があり、地域の人々が熱心に関り、盛り上げており、他のジオパークの良い例にな

る点がたくさんあった。下仁田学は良い例なのでもっとPRをして欲しい。前回の推進体制が改善されて

おり、ボトムアップの良い例だった。町のジオパークに関する議事録がホームページにアップされてい

るのも良い。 

ジオサイトの保全・研究が行われており、科学的根拠も示され、良かった。しかし、ジオサイトの看板

がアンモナイトのみで分類別にし、分類に対応した看板にすると良いと感じた。教育活動が良いのでも

っとホームページなども含め PRをするべき。日本全体で共有することがJGNへの貢献となる。教育委

員会、ジオパーク推進室が一体となっているのも良かった。展示に関しては、日本列島の誕生からを含め

た他の地域の展示が欲しいので協議会が支援してほしい。 

ジオブランドに関しては応援してくれているお店が非常にありがたい。ただ、ロゴマーク、推進協議会

の文字等のないものもあり、統一感が欲しい。制度で質を担保してほしい。本当は一緒だがそれぞれがバ

ラバラな印象。 

アクションプランについては具体的な数値目標がなく現段階では評価できないので審査会までにでき

る範囲で送ってほしい。 

 

講評を受けて下仁田ジオパーク会長より 

助言・アドバイスが多くとても参考となった。審査の程、よろしくお願いいたします。今までの活動が

すっきりまとめられた気がする。今後も活動を持続し頑張っていきたい。 


